
今月の主な内容
・市長所信表明
・特集：平成29年度決算・平成30年度予算執行状況
・褒章・叙勲・大臣表彰を受けられた皆さん
・金勝生産森林組合のJ-クレジットを市内企業が初めて購入
・りっとう再発見～蜂屋遺跡～

12
2018
No.959

広報りっとう

 10月21日、目川・岡地域で開催された「第12回東海道ほっこり
まつり」で100人同時に目川田楽を食べるイベントが行われました。
　目川田楽は、串に刺した豆腐を焼いてみそを塗ったもので、江戸
時代、岡地域にあった休憩所「目川立場」の名物。現代のおでんの
元祖とも言われています。この日は、当時の旅人に思いを馳せながら、
みんなで伝統の味を楽しみました。

100 人同時に目川田楽をパクリ！第 12 回東海道ほっこりまつり
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◦
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致

や
市
内
継
続
操
業
へ
の
取
組
み
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
大
津
・
湖
南
の

広
域
か
ら
見
る
地
理
的
優
位
性
を
活い

か
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
の
１

つ
と
し
て
大
型
商
業
施
設
の
立
地
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
本
市
の
強
み
で
あ
る
交
通
の
要
衝
を

活い

か
し
た
、
次
代
を
見
据
え
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
策
定
に
挑
戦
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
拡
大
を

図
り
ま
す
。

◦
本
市
の
地
域
資
源
で
あ
る
「
馬
」
の
活

用
は
、
馬
を
通
じ
た
癒
し
に
効
果
が
あ

　

私
は
、今
日
ま
で
の
２
期
８
年
間
、「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」
を
目
指
し
て
、「
経

済
に
安
心
を
」「
子
育
て
に
安
心
を
」「
福
祉
・
健
康
に
安
心
を
」「
暮
ら
し
に
安
心
を
」「
行
政
に
安
心
を
」
を
五
つ

の
柱
に
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全
身
全
霊
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
並
行
し
て
進
め
、
引
き
続
き
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
安
心

な
元
気
都
市
栗
東
」
の
実
現
に
向
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
市
政
運
営
に
あ
た
る
決
意
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
を
振
り
返
る
中
で
、
引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
お
い

て
も
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
併
せ
て
、「
地
の
利
を
活い

か
し
た
産
業
振
興
」「
着
実
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
推
進
」「
教
育
・
子
育
て
の
充
実
」「
健
康
・
福
祉
・
暮
ら
し
に
安
心
」「
新
た
な
ま
ち
の
活
力
創
造
」
を
今
期

の
政
策
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
こ
れ
を
、
私
が
一
貫
し
て
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
「
五
つ
の
安
心
」
と
融
合
さ
せ
、

元
気
都
市
栗
東
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

経
済
に
安
心
を

る
と
さ
れ
る
「
ホ
ー
ス
・
ア
シ
ス
テ
ッ

ド・セ
ラ
ピ
ー
」
や
「
情
操
教
育
」、「
観

光
乗
馬
」
な
ど
、
実
際
に
馬
と
触
れ
合

う
新
た
な
拠
点
と
し
て
、「
ホ
ー
ス
パ
ー

ク
構
想
」
を
推
進
し
ま
す
。

◦
騎
手
を
は
じ
め
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
著
名
人
を
広
報
大
使
（「
う
ま
す
ぎ

る
栗
東
大
使
」）
と
し
て
起
用
し
、「
馬

の
ま
ち
栗
東
」
を
は
じ
め
本
市
の
さ

ら
な
る
魅
力
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

◦
新
幹
線
新
駅
事
業
中
止
に
お
け
る
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
「
後
継

プ
ラ
ン
」
は
、
今
後
も
、
さ
ら
な
る

立
地
促
進
を
図
り
、
県
の
主
体
的
な

取
組
み
に
よ
り
事
業
の
完
遂
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

栗東市長　野村昌弘

「ワクワクできる栗東市」を
目に見える形にします。

来場者で賑わった「ウマシタ！2018・馬に親しむ日」



3 広報りっとう　2018.12. １　No.959

◦
高
齢
者
施
策
は
、「
地
域
共
生
社
会
を

見
据
え
た
、
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進
」
を
基
本
と
し
、
市
民
・

行
政
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

事
業
を
進
め
ま
す
。
特
に
、「
１
０
０

歳
大
学
」
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
と
と
も
に
、

介
護
予
防
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

の
普
及
啓
発
や
実
践
を
支
援
し
ま
す
。

◦
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
充
実
は
、

引
き
続
き
済
生
会
滋
賀
県
病
院
を
は

じ
め
、
市
内
医
療
機
関
、
医
師
会
、

近
隣
市
な
ど
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

◦
２
０
２
４
年
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
第
79
回
国
民
体
育
大
会
・
第
24
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け

て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
を
行
う
と

と
も
に
、「
馬
術
」
競
技
の
開
催
に
つ

い
て
も
そ
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

◦
待
機
児
童
問
題
は
、「
子
育
て
安
心
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
必
要
な
施
設
整

備
や
保
育
士
な
ど
の
人
員
確
保
に
よ

り
待
機
児
童
解
消
を
促
進
し
ま
す
。

◦
児
童
館
の
適
正
な
運
営
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど

教
育
環
境
の
整
備
、
ま
た
、
学
力
の
向

上
に
必
要
な
言
語
能
力
育
成
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
整
備
事
業
の
推
進
、
教
員
の
加
配
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
は
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
あ
り
方
を
考
慮
し
な
が

ら
、
助
成
の
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
子
育
て
に
安
心
を

福
祉
・
健
康
に
安
心
を

暮
ら
し
に
安
心
を

行
政
に
安
心
を

◦
「
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
災
害
対

応
な
ど
の
拠
点
と
し
、
防
災
機
能
を

高
め
る
施
策
に
よ
り
安
全
安
心
な
ま

ち
の
強
靭
化
を
図
り
ま
す
。

◦
安
全
な
道
路
整
備
は
、
国
土
基
幹
道

路
と
と
も
に
、
広
域
幹
線
道
路
と
市

補
助
幹
線
道
路
の
連
携
し
た
整
備
促

進
に
よ
り
、
強
靭
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
渋
滞
緩
和
な
ど

の
課
題
解
決
を
図
り
ま
す
。

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設

の
状
況
に
応
じ
て
年
次
的
に
改
修
を

行
い
、
活
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

◦
新
た
な
「
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定

に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行

政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

◦
地
方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
は
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
」

に
則
り
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
将
来
的

な
人
口
減
少
や
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
に
焦
点
を
当
て
、
本
市
の
強
み
を
活い

か
し
た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

◦
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
、
迅
速
か

つ
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
対
話

型
の
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

「ワクワクできる栗東市」を
目に見える形にします。

※市長の所信表明の全文は、市ホームページをご覧ください。

「100歳大学」の卒業生が市内で魅力
あるイベントを企画するなど、活躍中

子育てサークルと児童館の協働による「子育てサークルまつり」
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扶助費
    52億
      4,810万円
              19.8％

公債費
36億
2,968万円
13.7％

       人件費
34億
6,096万円
13.0％

普通建設事業費
44億602万円
             16.7％

物件費
40億9,914万円
15.4％

補助費等
20億956万円
7.5％

積立金
13億8,531万円
5.2％

その他
21億9,613万円
8.3％

維持補修費
1億1,781万円
0.4％

投資的経費
44億602万円
16.7％

義務的経費
  123億
  3,874万円
  46.5％

   その他
   の経費
98億
795万円
36.8％

市税
128億
834万円
47.2％

財産収入・寄附金等
16億4,528万円
6.1％

使用料・手数料
10億5,692万円
3.9％

繰越金
6億1,688万円
2.3％

繰入金
5億6,153万円
2.1％

分担金・負担金
2億6,849万円
1.0％

国・県支出金
52億2,062万円
19.3％

市債
28億5,921万円
10.5％

地方譲与税など
16億693万円
5.9％

地方交付税
3億7,034万円
1.4％ 諸収入

8,536万円 0.3％

自主財源
62.6％

依存財源
37.4％

民生費
85億4,146万円
32.2％

公債費
42億2,615万円
15.9％教育費

40億9,310万円
15.4％

総務費
34億8,700万円
13.1％

土木費
20億3,837万円
7.7％

衛生費
18億1万円  6.8％

消防費
13億7,088万円  5.2％

農林水産業費
5億2,179万円
2.0％

商工費
2億5,062万円  0.9％

議会費
1億7,486万円
0.6％ 労働費

4,847万円  0.2％

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）
　が充当されています。

問合せ…財政課 財政係　
☎551-0100　ＦＡＸ554-1123

●市債の現在高

一 般 会 計 430億5,134万円
土 地 取 得 特 別 会 計 22億9,637万円
大津湖南都市計画事業栗東駅前
土地区画整理事業特別会計注 －

大津湖南都市計画事業栗東新都
心 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 3億1,562万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1億3,697万円
水 道 事 業 会 計 32億4,974万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 162億9,913万円

合 計 653億4,917万円

（平成29年度末現在）

　市債とは、市が道路や施設の整備などを行う場
合、国や金融機関から借り入れるお金のことです。
　市債には、応急的な財源の確保と、これらの施
設を利用していく「将来の市民の皆さん」にも費
用を負担していただくという世代間の公平性を図
るという機能があります。
　平成29年度末の市債の現在高は、次のとおりで
す。合計で653億4,917万円となり、平成28年度
末と比べて、5億7,186万円の減少となりました。

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整するた
めの基金や施設の建設など特定の目的のため資金
を積み立てる基金などがあります。
　本市では、新幹線新駅の建設や墓地公園の整備
などの資金に充てるための基金を設置しています。
　平成29年度末の基金の現在高は、合計で60億
884万円となり、28年度と比べて9億5,600万円
の増加となりました。

財政調整基金 10億7,497万円
減債基金 25億2,086万円
東海道新幹線（仮称）びわこ
栗東駅建設等整備基金 10億2,682万円

墓地公園等整備基金 3億1,563万円
その他特定目的基金 4億5,923万円
土地開発基金 6億  133万円
その他定額運用基金 1,000万円

合 計 60億884万円
※市民１人当たり87,316円の現在高です。

（平成29年度末現在）

●基金の現在高

※市民１人当たり949,608円の現在高です。
注平成29年度末をもって完済しました。

●市の財産
基 金 60億884万円
土 地 3,283,754㎡
建 物 221,569㎡

●水道事業会計

●公共下水道事業会計

収益的 資本的 備考

収入 13億2,266万円 2億6,784万円
※ 資 本 的 収 入 の う

ち、翌年度繰越額
に係る財源充当額
など6,060万円

支出 12億5,766万円 6億9,235万円
差引 6,500万円 ▲4億2,451万円

収益的 資本的 備考

収入 17億4,158万円 13億7,252万円
※ 資 本 的 収 入 の う

ち、前年度同意等
債で本年度収入分
など4億2,410万円

支出 16億3,883万円 14億8,082万円
差引 1億  275万円 ▲1億  830万円

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額4億8,511
万円（資本的収支の不足額4億2,451万円と翌年度繰越
額に係る財源充当額など6,060万円）は、損益勘定留
保資金などで補てん。

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額5億3,240万円
（資本的収支の不足額1億830万円と前年度同意等債で本
年度収入分など4億2,410万円）は、損益勘定留保資金な
どで補てん。

●特別会計
会　計　名 歳　入 歳　出

土 地 取 得 10億4,448万円 10億4,142万円
国 民 健 康 保 険 63億5,711万円 58億2,368万円
後期高齢者医療  6億　350万円 5億8,216万円
介 護 保 険 34億8,595万円 34億1,890万円
墓 地 公 園 1,132万円 613万円
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東駅前土地区画整理事業 4,319万円 4,319万円

大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東新都心土地区画整理事業 8,340万円 8,062万円

農業集落排水事業 3,630万円 3,195万円
合 計 116億6,525万円 110億2,805万円

将来負担比率…161.0%

　本市の将来負担比率(※)は平成29年度決算で
161.0％となりました。地方債現在高の減少などに
より前年度から13.0ポイント低下し、一定の改善は
見られるものの、依然として非常に高い水準です。
　このことから、今後も財政運営基本方針を遵守す
る中で、市債発行の抑制などを継続し、財政の健全
化に向けた取組みを進めていきます。

■前年度から13.0ポイント低下

（※） 【将来負担比率】…自治体の財政の健全性を判断
する指標の一つで、地方債現在高のほか一般会計な
どが将来負担すべき実質的な負債の規模を表す比
率です。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

引き続き財政の健全化が必要です。
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　歳出は、前年度に対して29億2,893万円、12.4%
の増。経費の内訳を目的別に見ると、構成比は、民
生費(32.2%)、公債費(15.9%)、教育費(15.4%)、総
務費(13.1%)などとなっています。
　性質別に見ると、人件費、扶助費、公債費の義務
的経費が123億3,874万円で構成比46.5%となって
います。扶助費の増加などにより全体では2億377
万円の増となりました。
　投資的経費は44億602万円で構成比16.7%、前年
度比17億2,286万円、64.2%の増です。投資的経費
とは、主に公共施設を整備するための費用ですが、
平成29年度は、危機管理センターや（新）学校給
食共同調理場の整備事業等を実施しました。
　その他の経費は98億795万円で構成比36.8%、
積立金の増などにより、前年度比10億229万円、
11.4%の増となりました。

歳出…265億5,271万円

扶助費
    52億
      4,810万円
              19.8％

公債費
36億
2,968万円
13.7％

       人件費
34億
6,096万円
13.0％

普通建設事業費
44億602万円
             16.7％

物件費
40億9,914万円
15.4％

補助費等
20億956万円
7.5％

積立金
13億8,531万円
5.2％

その他
21億9,613万円
8.3％

維持補修費
1億1,781万円
0.4％

投資的経費
44億602万円
16.7％

義務的経費
  123億
  3,874万円
  46.5％

   その他
   の経費
98億
795万円
36.8％

市税
128億
834万円
47.2％

財産収入・寄附金等
16億4,528万円
6.1％

使用料・手数料
10億5,692万円
3.9％

繰越金
6億1,688万円
2.3％

繰入金
5億6,153万円
2.1％

分担金・負担金
2億6,849万円
1.0％

国・県支出金
52億2,062万円
19.3％

市債
28億5,921万円
10.5％

地方譲与税など
16億693万円
5.9％

地方交付税
3億7,034万円
1.4％ 諸収入

8,536万円 0.3％

自主財源
62.6％

依存財源
37.4％

民生費
85億4,146万円
32.2％

公債費
42億2,615万円
15.9％教育費

40億9,310万円
15.4％

総務費
34億8,700万円
13.1％

土木費
20億3,837万円
7.7％

衛生費
18億1万円  6.8％

消防費
13億7,088万円  5.2％

農林水産業費
5億2,179万円
2.0％

商工費
2億5,062万円  0.9％

議会費
1億7,486万円
0.6％ 労働費

4,847万円  0.2％

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）
　が充当されています。

◎歳入

◎歳出（目的別）
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※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）
　が充当されています。

■前年度に対して12.4%の増

  歳入は、前年度に対して 28 億 5,924 万円、
11.8% の増。市税や使用料、手数料などの自主
財源と国・県の補助金や市債などの依存財源に分
けられます。
　内訳は、自主財源が 169 億 5,743 万円で構成
比 62.6%、主に財産収入の増により、前年度比
15 億 2,155 万円、9.9% の増となりました。
　 依 存 財 源 は 101 億 4,247 万 円 で 構 成 比
37.4%、主に国庫支出金の増により、前年度比
13 億 3,769 万円、15.2% の増となりました。

■前年度に対して11.8%の増

歳入…270億9,990万円

平成29年度決算
　平成29年度の一般会計決算額は、歳入総額270億9,990万円、歳出総額265億5,271万円。
歳入歳出の差し引き額から30年度へ繰り越した事業の財源1億3,157万円を除いた実質収支額
は、4億1,562万円となりました。

まちの
お金の 使い方

◎歳出（性質別）
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●水道事業・公共下水道事業会計執行状況

水道事業会計 予　算　額 収入・執行済額 収入・
執行率

収益的 収 入 13億2,819万円 5億9,859万円 45.1％
支 出 13億  144万円 5億1,017万円 39.2％

資本的 収 入 4億4,403万円 3,111万円 7.0％
支 出 11億5,333万円 7,872万円 6.8％

公共下水道
事業会計 予　算　額 収入・執行済額 収入・

執行率

収益的 収 入 17億5,177万円 7億6,136万円 43.5％
支 出 16億5,540万円 6億5,153万円 39.4％

資本的 収 入 13億6,386万円 1億1,292万円 8.3％
支 出 19億8,327万円 3億5,412万円 17.9％

※水道事業・公共下水道事業会計は、民間企業のようにその事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計です。収益的
収支には、料金収入、物件費や動力費のようにサービスの提供に関する費用、資本的収支には、工事負担金の収入や
新しい上下水道管の敷設に必要な費用などが計上されています。

◎平成30年度上半期、こんなことを実施（具体的施策抜粋）
■トップセールスとリーダーシップで地域経済に元気を創出
◦まちづくり基本構想（後継プラン）の基盤整備
◦商工業や中小企業の振興
◦ふるさと応援寄附金での
　「ふるさと記念品」贈呈
　による市のＰＲ

■ 子どもが伸び伸びと元気に育つ環境づくり
◦保育士支援アドバイザーを配置
◦英語指導助手を各小学校に配置
◦スクールソーシャルワーカーを中学校に配置
◦（新）給食センターの整備

■ みんながいきいき元気に暮らせるまちづくり
◦いきいき百歳体操を推進
◦胃がん内視鏡検診の実施
◦認知症カフェの実施
■だれもが安心できるまちづくり
◦バス路線対策事業の実施
◦道路の補修整備
◦危険ブロック塀等対策事業の実施
■行政に安心と、職員に元気を
◦まちづくり座談会の開催
◦職員の資質向上のため、研修の実施
◦「第五次総合計画後期基本計画」の政策実施

（新）集中改革プランの取組みと今後
■（新）集中改革プランの概要
・目的と目標…本市の深刻な財政状況を改善する

ため、平成24～26年度の３年間で、財政の収支
不均衡を是正し、改革の効果を持続する。平成
30年度決算での財政健全化達成を目標とする。

■今後の取組み
（新）集中改革プランでの全93の改革項目に関す
る取組み（見直し）は、計画期間（H24～ H26）
でおおむね計画どおりの効果額を得ることがで
き、「収支不均衡の是正」という当初プランに課
せられた所期の役割を果たすことができました。
　財政健全化は、これまでの改革効果により一定
指標の改善が見られ、平成30年度決算を目標と
している健全化への道筋が見えてきたものの、全
国や県内の他市と比較するとまだ大きな差がある

状況です。
　このことから、今後も引き続きこれまでの改革
効果を維持し、「抑制型」に加え、「プラス創造型」
の継続的な行政改革に取り組み、指標のさらなる
改善をしながら、「安心な元気都市栗東」の構築
に全力で取り組みます。
　安心な元気都市栗東をつくるため、皆さんの変
わらぬご理解とご協力をお願いします。

（単位：千円）
Ｈ29実績額 主　な　取　組　み

歳 入 9574万7千円 償却資産の全数実地調査による固定資産税の増収など
歳 出 4億530万2千円 公用車管理経費や補助金の見直し、公共下水道事業特別会計の法適化による繰出金の見直しなど
合 計 5億104万9千円

・改 革項目数…歳入18項目、歳出75項目、合計
　93項目（検討項目：歳入４項目、歳出８項目、

合計12項目）

問元気創造政策課 改革推進係
☎551-1808　ＦＡＸ553-1280

■平成29年度の結果…実績額は５億104万9千円でした。
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歳入
予　算　額 収 入 済 額 収入率 主　　な　　内　　容

市 税 127億4,671万円 78億5,821万円 61.6％ 市民税、固定資産税、市たばこ税

地 方 譲 与 税など 19億6,682万円 9億3,499万円 47.5％ 地方譲与税、地方消費税交付金、
地方特例交付金、地方交付税

分 担 金・負 担 金 3億3,277万円 8,999万円 27.0％ 健診負担金、学校給食負担金
使 用 料・手 数 料 10億7,365万円 4億2,651万円 39.7％ 保育料、市営住宅使用料

国 庫 支 出 金 38億2,324万円 17億6,607万円 46.2％ 生活保護費負担金、児童手当負担金、
社会資本整備総合交付金

県 支 出 金 15億8,034万円 3億4,334万円 21.7％ 福祉医療費補助金、県税徴収委託金
財 産 収 入 な ど 17億4,102万円 9億  799万円 52.2％ 土地売払収入、ＪＲＡ環境整備寄附金
繰 越 金 1億  433万円 4億1,562万円 398.4％ 前年度繰越金
諸 収 入 7億7,126万円 8,881万円 11.5％ 貸付金元利収入、福祉医療高額療養費
市 債 12億5,380万円 0円 0.0％ 道路整備事業債、小学校大規模改造事業債、臨時財政対策債
合 計 253億9,394万円 128億3,153万円 50.5％

●一般会計執行状況

歳出
予　算　額 執 行 済 額 執行率 主　　な　　内　　容

議 会 費 1億7,821万円 8,834万円 49.6％ 議員報酬、議会運営費

総 務 費 26億9,143万円 9億3,293万円 34.7％ 庁舎維持管理費、地域振興事業費、
交通安全施設整備事業費

民 生 費 86億2,562万円 33億7,124万円 39.1％ 老人福祉事業費、障がい福祉事業費、
保育所運営費

衛 生 費 19億9,015万円 5億9,946万円 30.1％ ごみ収集・処理経費、各種健診事業費
労 働 費 6,315万円 3,170万円 50.2％ シルバー人材センター補助、勤労者福祉推進経費
農 林 水 産 業 費 4億1,432万円 1億2,488万円 30.1％ こんぜの里管理運営事業費、土地改良事業費
商 工 費 2億5,668万円 7,927万円 30.9％ 商工会補助、中小企業振興事業費
土 木 費 24億8,046万円 4億6,913万円 18.9％ 道路整備事業費、市営住宅管理経費
消 防 費 7億5,823万円 4億5,978万円 60.6％ 消防署負担金、消防団活動費、防災活動推進事業費
教 育 費 30億3,224万円 10億3,096万円 34.0％ 幼稚園運営費、小・中学校運営費、さきら運営費
公 債 費 48億9,345万円 13億3,463万円 27.3％ 市債償還金
予 備 費 1,000万円 0円 0.0％
合 計 253億9,394万円 85億2,232万円 33.6％

●特別会計執行状況
会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

土 地 取 得 5億9,693万円 306万円 0.5％ 4億8,011万円 80.4％
国 民 健 康 保 険 51億       114万円 22億1,237万円 43.4％ 17億3,483万円 34.0％
後 期 高 齢 者 医 療 6億           28万円 2億2,633万円 37.7％ 2億5,306万円 42.2％
介 護 保 険 35億         356万円 14億    682万円 40.2％ 14億1,103万円 40.3％
墓 地 公 園 526万円 1,029万円 195.6％ 148万円 28.1％
大津湖南都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業 8,059万円 279万円 3.5％ 3,520万円 43.7％
農 業 集 落 排 水 事 業 3,380万円 522万円 15.4％ 1,459万円 43.2％
合 計 99億2,156万円 38億6,688万円 39.0％ 39億3,030万円 39.6％

特別会計…�国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や、農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、原
則として受益者たちが負担するお金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

平成30年度（上半期）
予算執行状況
　市では毎年２回、財政状況をお知らせしています。今回は、平成30年度上半期（４月１日～９月
30日）の予算の執行状況をお知らせします。平成30年度も年間をとおして、目的ごとに細かく決
められた予算どおりに事業を計画的に進めています。（平成29年度からの繰越事業費は含みません）
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褒章・叙勲・大臣表彰を受けられた皆さん
おめでとうございます！
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き
た
い
で
す
」。　

黄綬褒章
宮城 定右衞門さん

（荒張）

国土交通大臣表彰
大谷 清明さん

（小柿）
　

㈲
大

明
産
業 

代
表
取

締
役
。

多
年
に

わ
た
り
宅
地
建
物
取
引
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
公
共
福
祉
の

増
進
に
貢
献
。「
受
賞
を
機
に
い
っ

そ
う
勉
強
に
努
め
、
社
会
貢
献
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」。 高

齢
者

叙
勲
を

受
賞
。

昭
和
50

年
～
62

年
ま
で
の
３
期
12
年
栗
東
町
議
会
議

員
と
し
て
活
躍
。

「
こ
れ
ま
で
長
生
き
し
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
章
を
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」。

旭日単光章
田中 賢之助さん

（北中小路）

国土交通大臣表彰
坂口 和男さん

（御園）
　

㈱
坂

口
運
送

代
表
取

締
役
。

多
年
に

わ
た
り
貨
物
運
送
事
業
の
振
興
と
地

域
貢
献
に
尽
力
。「
先
代
の
事
業
を

継
い
で
30
年
。
今
後
も
健
康
第
一

に
、
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

　

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

を
受
章
。
昭

和
40
年
～
平

成
19
年
ま
で

の
42
年
間
、
滋
賀
県
の
交
通
警
察
部
門
な
ど

で
活
躍
し
、
高
速
道
路
の
不
正
通
行
事
件
検

挙
な
ど
に
尽
力
。「
家
族
の
支
え
で
、
職
務
を

全
う
し
て
き
ま
し
た
。
受
章
は
家
族
に
と
っ

て
宝
物
が
一
つ
増
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

瑞宝双光章
有吉 德男さん

（小野）
　

昭
和
55

年
～
平
成
26

年
ま
で
の
34

年
間
消
防
団

員
と
し
て
活

躍
。
平
成
25
年
の
台
風
第
18
号
で
は
団
長

と
し
て
避
難
誘
導
、
災
害
対
応
な
ど
に
尽
力
。

「
周
り
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受

章
で
す
。
退
団
し
て
も
役
に
立
つ
こ
と
が

あ
れ
ば
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

瑞宝単光章
髙田 治さん

（蜂屋）

　　

平
成
17
年
度
か
ら
登
下
校
の
子
ど

も
た
ち
の
「
み
ま
も
り
活
動
」
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成

28
年
度
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
」

を
地
域
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
、

学
校
や
保
護
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
通
学
路
の
安
全
点
検
と

改
善
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

法
務
大
臣
表
彰

　

井
上 

浩
三
さ
ん
（
綣
）　

　

平
成
12
年
か
ら
保
護
司
と
し
て
、

更
生
保
護
な
ど
に
尽
力
。「
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
が
知
識
と
な
り
知
恵
と

な
っ
て
、
18
年
間
努
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」。

　

平
成

15
年
か

ら
現
在

ま
で
保

護
司
と

し
て
活
躍
し
、
更
生
保
護
と
犯
罪
予

防
に
尽
力
。「
相
手
の
こ
と
を
理
解

し
な
が
ら
、
更
生
の
道
に
進
む
よ

う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
関
わ
っ
た
人
々
か
ら
教
わ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
」。

法務大臣表彰
上田 玄雄さん

（上鈎）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

治
田
学
区
地
域
振
興
協
議
会

　
「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

活
動
奨
励
賞
」
受
賞

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
…
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

　

受
付
：
12
時
45
分
～
13
時
20
分

　

式
典
：
13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

記
念
行
事
：　

　

14
時
20
分
～
15
時
10
分

◦
場
所
…
栗
東
芸
術
文
化
会
館

　

さ
き
ら 

大
ホ
ー
ル

◦
対
象
者
…
平
成
10
年
４
月
２
日

～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

◦
注
意
事
項
…

①
さ
き
ら
敷
地
内
へ
の
ア
ル
コ
ー

ル
類
の
持
込
、
飲
酒
行
為
は
禁

止
し
ま
す

②
新
成
人
以
外
の
人
（
保
護
者
含

む
）
の
式
典
会
場
へ
の
入
場
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
12
月

12
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
成
人
式
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年

栗
東
市
成
人
式

問
生
涯
学
習
課 

青
少
年
教
育
係

  

☎
551-

０
４
９
６ 

ＦＡＸ
552-

５
５
４
４
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空
家
を
迷
子
に
し
な
い
た
め
に

■
「
空
家
等
」
の
適
正
な
相
続
登
記
に

向
け
て

①
「
空
家
等
」
の
相
続
登
記
を
放
置
し

て
い
る
と
…

　

孫
や
ひ
孫
な
ど
が
思
わ
ぬ
相
続
を
受

け
て
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。相
続
登
記
の
放
置
は
、

思
わ
ぬ
事
態
の
引
き
金
に
な
る
可
能

性
を
含
ん
で
い
ま
す
。

②
確
認
し
て
み
て
は
…

　

一
度
建
物
や
敷
地
の
登
記
簿
謄
本
を

取
り
寄
せ
、
登
記
簿
の
内
容
を
確
認

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
身
近
な
人
に
…

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
な
ど
を
活
用

し
、
身
近
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
愛
着
の
あ
る
お
う
ち
が
迷
子

に
な
ら
ず
、
世
代
を
超
え
て
住
み
継

が
れ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

問
住
宅
課 

住
宅
係

☎
551- 

０
３
４
７ 

ＦＡＸ
552� - 

７
０
０
０

空家等
対 策
シリーズ
第４弾

■
司
法
書
士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

不
動
産
の
所
有
者
に
不
幸
が
あ
っ
て

も
、
相
続
人
へ
の
名
義
変
更
の
手
続
き

に
は
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
長
い
間
放
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
手
続
き
せ
ず
に

放
っ
て
お
く
と
、
相
続
人
が
膨
大
な
人

数
に
な
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
話
し

合
い
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
が
原
因
で
相
続
手
続
き
が
困
難

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
決
し
て

稀
な
ケ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年

放
置
し
て
き
た
相
続
手
続
き
が
す
ん
な

り
進
ん
だ
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
手
続
き
は
、
い
ず
れ
は
必
ず
し

な
い
と
い
け
な
い
も
の
で
す
。
し
か
も

時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
手
続
き
は

困
難
に
な
り
、
費
用
も
高
額
に
な
り
ま

す
。
将
来
、
自
分
の
孫
や
ひ
孫
た
ち
に

そ
の
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
前
に
、
不
動
産
の
名
義
変
更
を

済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

空
家
等
対
策
協
議
会
委
員 

辻
委
員

　

滋
賀
県
司
法
書
士
会 

☎
525- 

１
０
９
３　

12
月
３
日
～
９
日
は「
障
が
い
者
週
間
」

■
住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す

　

障
が
い
者
週
間
は
、「
国
民
の
間
に

広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が

い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

す
る
意
欲
を
た
か
め
る
こ
と
」
を
目
的

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も

が
互
い
に
尊
重
し
、
思
い
や
り
、
支
え

あ
い
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
共

生
す
る
社
会
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
市
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
の

個
性
が
尊
重
さ
れ　

み
ん
な
が
と
も
に

支
え
あ
う　

共
生
社
会
の
実
現
」
を
基

本
理
念
に
市
障
が
い
者
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
生
活
支
援
や
保
健
・
医
療
の
充

実
、
学
習
機
会
の
充
実
や
就
労
・
社
会

参
加
の
促
進
、
理
解
と
交
流
の
促
進
な

ど
の
取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

■
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
交

流
を
通
じ
て
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
市
内
支
援
事
業
所
と
と
も
に

実
施
す
る
障
が
い
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
年
１
回
６
月
開

催
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
年
２
回
秋
・

冬
）
や
、
視
覚
障
が
い
者
の
生
活
行
動

訓
練
（
年
１
回
）、
年
間
を
通
じ
た
手

話
講
座
（
受
講
生
募
集
は
４
月
）
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
守
山
・
栗
東
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
く
」
で
は
、
身

体
、
知
的
、
精
神
、
難
病
な
ど
障
が
い

の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
悩
み
、
日
常

生
活
で
の
困
り
ご
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
活
動
展
示

　
「
障
が
い
者
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
市

役
所
１
階
の
玄
関
ロ
ビ
ー
で
市
内
障
が

い
者
支
援
事
業
所
や
障
が
い
者
団
体
の

活
動
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
で
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課

  

☎
551-

０
１
１
３　

ＦＡＸ
553-

３
６
７
８
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問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
長

寿
福
祉
課
内
）

　

☎
551-

０
２
８
５ 

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

　

葉
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
特
別

擁
護
老
人
ホ
ー
ム
淡
海
荘
内
）

　

☎
552-

５
２
８
０ 

ＦＡＸ
551-

２
３
２
３

　
「
子
ど
も
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
疑
わ

れ
る
場
合
に
は
通
報
す
る
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
虐
待
も
同

じ
よ
う
に
通
報
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
高
齢
者
虐
待
防
止
法 

第
7
条
）

■
高
齢
者
虐
待
と
は

◦
身
体
的
虐
待
…
暴
力
な
ど
、
身
体
的
に
虐

待
を
行
う
こ
と

◦
性
的
虐
待
…
性
的
な
嫌
が
ら
せ
を
行
う

こ
と

◦
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
暴
力
、
無
視

な
ど
で
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

◦
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
…
世
話
の
放

任
や
放
置
を
行
う
こ
と

◦
経
済
的
虐
待
…
本
人
に
無
断
で
金
銭
を
使

用
し
た
り
、
本
人
に
使
用
さ
せ
な
い
こ
と

■
「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら

�

虐
待
と
思
わ
れ
る
言
動
が
見
受
け
ら
れ

た
場
合
、
ま
た
は
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
栗

東
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
連
絡
い
た
だ
い
た
人
の
名
前
が
相
手
に

伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
は

誰
か
ら
の
通
報
・
相
談
か
分
か
ら
な
い

よ
う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
総
合
窓
口
課 

  

☎
551-

０
１
１
０ 

ＦＡＸ
553-
０
２
５
０

■
ど
の
よ
う
な
制
度
？

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
証
明

書
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者

（
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
な
ど
を
除
く
）
に
交
付
し
た
場

合
に
、
事
前
登
録
を
し
た
人
に
対

し
て
、
証
明
書
を
交
付
し
た
事
実

を
郵
送
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
制

度
で
す
。

　
■
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
？　

　

本
人
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正

請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の

権
利
の
侵
害
の
防
止
・
抑
止
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書
は
？

①
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
の
除

票
の
写
し
を
含
む
）、
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書

②
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
（
除
籍
謄
抄

本
、
改
製
原
戸
籍
謄
抄
本
を
含

む
）

③
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附
票

の
写
し
を
含
む
）

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
よ
る
発
行

は
、
対
象
外
と
し
ま
す

■
登
録
の
方
法
は
？

　

本
人
の
登
録
（
事
前
登
録
）
が

必
要
で
す
。
事
前
登
録
を
希
望
す

る
場
合
は
、
制
度
の
内
容
を
確
認

の
上
、「
栗
東
市
本
人
通
知
制
度

登
録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
…
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た

は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

◦
持
ち
物
…
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、
代
理
の
場

合
は
委
任
状

コ
ン
ビ
二
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
く
だ
さ
い
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写

真
付
き
）
を
使
っ
て
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票

の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取

得
で
き
ま
す
。

　

庁
舎
総
合
窓
口
課
横
に
設
置

し
て
い
た
証
明
書
自
動
交
付
機

は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
で
終

了
し
た
た
め
、
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

「
本
人
通
知
制
度
」に
登
録
を

金勝生産森林組合のＪ-クレジットを市内企業が初めて購入
　

金
勝
生
産
森
林
組
合
が
森
林

保
全
活
動
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
む
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
。
国
が

認
め
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
排
出
量
取
引
制
度
で
、
森
林

管
理
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」と
し
て
取
得
し
、

企
業
な
ど
に
販
売
す
る
取
組
み

で
す
。
森
林
経
営
団
体
と
し
て

は
滋
賀
県
で
唯
一
、
金
勝
生
産

森
林
組
合
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
市

内
企
業
で
初
め
て
、
ダ
イ
ワ
エ

レ
ク
ス
㈱
が
10
ト
ン
分
購
入
。

11
月
６
日
、
市
役
所
で
購
入
証

書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
栗
東
市
の
44
％
は
森
林
で

す
。
こ
れ
を
機
に
、
森
林
保
全

の
取
組
み
を
市
内
で
い
っ
そ
う

進
め
て
い
き
た
い
」
と
森
林
組

合
で
は
話
さ
れ
て
い
ま
す
。写真右から、金勝生産森林組合・澤組合長理事、

野村市長、ダイワエレクス㈱・福元代表取締役

地域全体で高齢者虐待を防ぎましょう
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子育て情報
～冬の病気を予防しよう！～

    冬にはさまざまな病気が流行しますが、特に
インフルエンザやノロウイルスによる感染症が毎
年流行しています。インフルエンザは、高熱をは
じめ、頭痛や関節痛、全身倦怠感などとても辛い
症状が出ます。ノロウイルスによる感染症は、吐
き気、嘔吐、下痢などの症状が出ます。
　どちらの病気も、乳幼児や高齢者は重症化する
恐れもあるため、病気にかからないように家族で
予防しましょう。

＜予防のポイント＞
①予防接種をうけよう…インフルエンザワクチン

( 有料、65 歳以上は一部助成あり ) は、病気
になる可能性を低くしたり、重症化予防に有効
と言われています。

②咳エチケットを身につけよう…咳やくしゃみが
出るときは、できるだけマスクをしましょう。
マスクがないときは、ティッシュや袖の内側で
口と鼻を覆い、顔を他の人に向けないようにし
ましょう。

※咳やくしゃみを手ではおさえないようにしま
しょう。手でおさえると、その手で触ったドア
ノブなど周囲のものにウイルスが付着し、他の
人に病気をうつす可能性があります。

③手を洗おう…外出後、調理を行う前、食事の前、
トイレに行った後、下痢や嘔吐をする人の汚物
処理やオムツ交換を行った後は手を洗いましょ
う。手洗い以外にも、インフルエンザにはアル
コール消毒も有効です。

④十分な睡眠とバランスのとれた食事をしよう…
体の抵抗力が高まります。

⑤調理器具などの消毒をしよう…ノロウイルスに
汚染された可能性のある調理器具などは、洗
剤を使用し十分に洗った後、
家庭用の塩素系漂白剤を使
用したり、熱湯 (85℃ ) で
１分以上の加熱することが
有効です。

問環境政策課 環境政策係
　☎ 551-0336　ＦＡＸ 554-1123

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　ＦＡＸ 554-6101

～ペットの飼い方のマナー～
飼い主のモラルや認識不足により、市に

もペットの飼い方に関する苦情が多数寄せら
れています。住みよいまちを築いていくため
に、一人ひとりがマナーを守りましょう。
①散歩中はペットボトルなどに水を入れて持

ち歩き、犬が尿をした場合は水をかけて汚
れた場所を流しましょう。

②フンをした場合は、持参した袋などに入れ、
必ず持ち帰り、処理しましょう。

③犬を連れ出すときは、咬傷事故を防ぐため
リードでつないで、いつでも犬の行動を制
止できるようにしましょう。

④飼い猫は、室内飼いを行い、付近にフンや
尿などの被害を与えないようにしましょ
う。また、野良猫への無責任な餌やりはや
めましょう。餌やり行為を行うことで他人
に迷惑をかけたり、環境に悪
影響を及ぼすことがあります。

　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保
険税）を納付書で納付している人には、納税
通知書と一緒に1年分の納付書を一括で送付
しています。納め忘れがないか今一度確かめ
てください。
　市税や県税は、福祉や道路整備など皆さん
への身近な行政サービスに使われる大切な財
源です。税負担の公平性や市民としての負担
の義務を果たしていただくため、納付や納税
相談もなく放置する人には、自宅の捜索や給
与・預金などを差押えすることがあります。
納め忘れている市税はすぐに納めてください。
　12月10日から14日までの17時15分から20時
まで、税務課にて夜間相談窓口を開設します。
 　県内全市町と県では、公平な税負担と税収
確保のため、「滋賀地方税滞納整理機構」を設
置し、滞納整理を推進しています。

１２月は市税の「ストップ滞納！！強化月間」

問市役所税務課 納税推進室　
　　　　 ☎ 551-0107　ＦＡＸ 551-2010
　南部県税事務所 納税課　
　　　　☎ 567-5406　ＦＡＸ 566-0439
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《治田小学校》命を尊ぶ生き方を育む「治田小防災の日」問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

平
成
25
年
9
月
16
日
、
台
風
18

号
に
よ
り
目
川
地
域
に
水
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
被
害
や

教
訓
を
引
き
継
ぎ
、
命
を
尊
ぶ
生

き
方
を
育
む
た
め
、
今
年
度
は
9

月
13
日
を
「
治
田
小
防
災
の
日
」

と
定
め
、
6
月
か
ら
保
護
者
・
地

域
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
習

を
進
め
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
学
年
と
も
防
災
学

習
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
6
年

生
は
「“
目
川
の
水
害
”
を
地
域

の
方
か
ら
学
ぼ
う
！
」
と
地
域
か

ら
講
師
を
招
き
、
日
頃
か
ら
の
備

え
や
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を

学
習
し
ま
し
た
。
児
童
は
「
災
害

を
体
験
し
た
人
た
ち
か
ら
お
話
を

聞
け
て
よ
か
っ
た
。
備
え
を
考
え

て
実
践
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

思
い
を
持
ち
、

自
他
の
命
を

守
る
生
き
方

の
考
え
を
深

め
ま
し
た
。

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
９

幻の古代寺院見つかる
飛鳥時代～蜂屋遺跡～

　

先
月
、「『
幻
の
寺
』
あ
っ
た
！
」

と
新
聞
な
ど
で
大
き
く
報
道
さ
れ

た
蜂
屋
遺
跡
。
県
文
化
財
保
護
協

会
が
中
ノ
井
川
の
河
川
改
修
に
先

立
ち
実
施
し
て
い
た
発
掘
調
査
で
、

法
隆
寺
や
聖
徳
太
子
一
族
と
縁
の

深
い
寺
院
跡
が
見
つ
か
っ
た
と
い

う
も
の
で
す
。

　

奈
良
時
代
の
古
文
書
に
は
蜂
屋
周

辺
に
法
隆
寺
の
水
田
や
畑
、
倉
が
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
寺
院

の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方

で
古
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
寺
院

の
存
在
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
見
で
大
き
な
話
題
に
な

っ
た
の
は
、
世
界
最
古
の
木
造
建
造

物
と
し
て
「
世
界
文
化
遺
産
」
と
な

っ
た
法
隆
寺
の
屋
根
に
葺
か
れ
て
い

た
新
旧
２
種
類
の
瓦
と
同
じ
文
様
の

瓦
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
特
に

古
い
方
の
瓦
は
法
隆
寺
の
も
の
と
同

じ
木
型
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
判
明

し
、
大
発
見
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
発
見
の
寺
院
跡

は
蜂
屋
集
落
の
北
側
に
あ
り
ま
す

が
、
平
成
22
年
に
は
集
落
南
側
の
下

鈎
東
遺
跡
で
も
古
代
寺
院
が
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
天て

ん

智じ

天
皇

の
川
原
寺
で
葺
か
れ
て
い
た
も
の
と

同
じ
文
様
の
瓦
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
わ
ず
か
８
０
０
ｍ
の
隣
接
し
た

寺
院
で
法
隆
寺
式
と
川か

わ

原は
ら

寺で
ら

式し
き

と
い

う
異
な
っ
た
文
様
の
瓦
が
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
背
景
や
両

寺
院
の
関
係
な
ど
に
関
心
が
高
ま
り

ま
す
。

問出土文化財センター
　☎ 553-3359　ＦＡＸ 553-3514　

143

▶
法
隆
寺
式
軒
丸
瓦
（
滋
賀
県
文
化
財
保

　

護
協
会
蜂
屋
遺
跡
現
地
説
明
会
資
料
）

▶
川
原
寺
式
軒
丸
瓦　

下
鈎
東
遺
跡

蜂屋遺跡・瓦出土状況



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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馬のまち栗東コラム

馬も歯を磨く！？

　皆さんは虫歯にならないように普段から歯磨き
をしていると思います。
　実は、馬も歯を磨きます。ただし、人とは少し
異なりますので、今回は馬の歯磨きについてお話
します。

　馬は食べ物を歯ですり潰して小さくしますが、
このときに歯も徐々にすり減ります。歯の端っこ
より中心で食べ物をすり潰すことが多くなり、歯
の中心がよりすり減ってしまうため端っこが尖り
ます。尖った部分は頬や舌にささって傷をつくる
ため口内炎になってしまいます。そこで、口内炎
を予防するために尖った歯を削ります。これが馬
の歯磨きです。
　「歯を削る」と聞くと、虫歯の治療のようで痛
そうに思われるかもしれませんが、馬の歯の正常
な部分を削るため、痛みはありません。歯はとて
も硬いので金属性のヤスリを使って削ります。
　馬の歯を削るには、主に電動のヤスリを使いま
すが、手動のヤスリを使うこともあります。

問元気創造政策課 馬事業企画室
　☎551-1808　ＦＡＸ553-1280
　（協力：JRA栗東トレーニング・センター）

今月のうますぎ★ブランド して人気です。これらは、栗東市商工会が取り組
んでいる「栗東きょうどう夢の森プロジェクト」
の中で「手土産に持って行けるお菓子」として開
発が始まり、綾羽高校製菓コースとタイアップし
て行われたアイデアレシピコンテストを参考に商
品化されました。
　「へそくりパイ」はパリッとしたパイ生地の中
に刻んだ栗を練りこんだ濃厚な栗あんが入って
おり、栗の風味と食感を楽しめます。「へそくり
manju」は表面を焦がした栗色の生地の中に栗が
入っており、さらに下のスポンジ生地にも栗を混
ぜ込んだ栗づくしの洋風まんじゅうです。栗東ら
しさを味わえるスイーツをぜひ味わってみてく
ださい。（「へそくりパイ」と「へそくり manju」
は JR 手原駅 2 階、栗東観光案内所でも販売して
います）

　草津市で創業してから今年で 35 年、栗東に移
転してからは 13 年の歴史があります。創業当時
からの人気商品はパインが乗ったスフレチーズ
ケーキと大きなりんごが入ったアップルパイです。
　平成 23 年からは栗東の栗をイメージしたオ
リジナル商品、「へそくりパイ」と「へそくり
manju」の販売が始まり、栗東らしいスイーツと

問ザルツブルグ洋菓子店（小柿５丁目17－15）
　☎553-6607

ザルツブルグ洋菓子店
（へそくりパイ・へそくりmanju）

▲馬の歯に使う手動のヤスリ。
   丸囲み部分に金属製のヤスリ（右）がついている

▲へそくりパイの形は栗のイ
　ガを表現しています

▲へそくり manju は甘さを
　抑えた新しい舌触りの饅頭
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自
転
車
を
正
し
く
安
全
に
乗
ろ
う

10月29日（治田西小学校）
　高学年を対象に自転車交通安全教室が開催
されました。草津警察署、草津栗東交通安全
協会治田西支部、栗東市交通安全家族会（母
の会）の指導で、一人ずつ実技コースを体験。
筆記試験、実技講習を経て、６年生の希望
者には自転車免許証が交付されます。

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
も
う

10月21日（栗東自然観察の森）
　「森の秋まつり」が、スタンプラリー、
松ぼっくりを使ったクラフトづくり、野草
茶・木の実の試食コーナーなど、多彩なプ
ログラムで展開されました。多くの来場者
が自然とふれあいながら、楽しい時間を過
ごしました。

10月13日（栗東歴史民俗博物館）
　市民活動団体「栗東歴史民俗博物館市民
学芸員の会」の発足10年を記念し、「博物館
をトコトン楽しもう！旧中島家住宅ワーク
ショップまつり」が開催されました。会員
自作の綿繰り機を使った綿繰り体験、竿ば
かり体験などで子どもたちが楽しみました。

11 月 10 日（滋賀県立聾話学校）
　滋賀県立聾話学校高等部文化祭で
大津清陵高校通信部・書道部の皆さ
んと書道パフォーマンスで交流する
企画が展開されました。本市在住の
書家・松沢麻美さんを講師に、生徒
らが大きな筆で「未来」「響」の２作
品を力いっぱいに書き上げました。

書道パフォーマンスで
交流

博
物
館
を
ト
コ
ト
ン
楽
し
む
一
日

市
民
活
動
団
体
が
交
流10月15日（東方山安養寺）

　市内で活躍する、栗東市ボランティア観
光ガイド協会と栗東ふぁざ～ず倶楽部の交
流会が行われました。ガイド協会による東
方山安養寺の案内、ふぁざ～ず倶楽部によ
る公演、活動紹介など、互いに刺激を受け
ながら、さらなる発展を目指しました。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

11月６日（葉山小学校）
　児童が保護者と一緒に花を植える「花いっぱい運動」が実施
されました。学校の訪問者にほっと温かい気持ちになってもら
えるように、20年以上前からPTAと協働して毎年取り組んで
います。今回は５年生児童と保護者が声を掛け合い、協力しな
がらパンジーやナデシコなど季節の花を一緒に植えました。

花に囲まれた学校に

10月13日（ＪＲＡ栗東トレーニング・センター）
　栗東青年会議所が「馬のまち栗東」のさ
らなる活性化につなげるイベントを開催。
JRA栗東トレーニング・センターの施設
見学、「本物の馬」がいなくても栗東全体
が「馬のまち栗東」になるよう「馬に乗
った飛び出し坊や」製作やアイデア創出
などで小学生と保護者が関係者とともに
楽しくまちづくりを考えました。完成し
た「飛び出し坊や」24体は市内各所に設
置され、まちを盛り上げています。

10月31日（市役所）
　11月の児童虐待防止推進月間に向けて、
滋賀県要保護児童対策連絡協議会の児童虐
待防止キャラバン隊が市役所を訪問し、市
長への伝達式が行われました。治田東幼児
園の子どもたちが出迎え、「なかまはたか
ら」を元気よく合唱。「子どもの笑顔がい
ちばん！」のメッセージを来庁者に伝えま
した。

「馬のまち栗東」を
盛り上げよう！

子どもを虐待から守ろう

11
月
12
日
、
市
に
１
体
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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FAX

びわこ放送

当社製品の一例
自動車用補修部品（特にサスペンション、
ステアリング系部品）のメーカーとして国
内を始め、世界120以上の国、地域のお客
様に高い信頼を頂いております。

全日本ﾗﾘｰ選手権JN-6ｸﾗｽにTHREE FIVE 
MOTORSPORTとして、参戦しています。

旧車ブランド ： ５５５ＧＯＬＤ 
http://555gold.spk-cuspa.jp/

この広報紙は、古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。
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No.９５9
2018  12・１

人口（11月１日現在）　人口69,326人　男34,547人　女34,779人　前月より 56人増　世帯数27,666世帯

★輝く栗東人
赤坂自治会で結成された合唱団

■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
の
は
、

２
０
０
３
年
４
月
。
当
時
、
住
民
か
ら

「
赤
坂
で
コ
ー
ラ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
翌

年
３
月
に
は
自
治
会
30
周
年
記
念
行
事

が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
記
念

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
当
面
の
目
標

に
合
唱
団
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
自

治
会
内
に
音
楽
指
導
者
が
い
た
こ
と
も

大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

■
現
在
の
活
動
内
容

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
17
人
で
、
平
均

年
齢
は
78
歳
で
す
。
練
習
は
毎
月
２
～

３
回
、
赤
坂
公
民
館
で
19
時
30
分
か
ら

２
時
間
行
い
、
地
域
行
事
な
ど
で
歌
声

を
披
露
。
老
人
福
祉
施
設
で
は
、
童
謡

や
高
齢
者
に
と
っ
て
な
じ
み
の
曲
を
中

心
に
約
１
時
間
発
表
し
ま
す
。
合
間
に

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

や
サ
ッ
ク
ス
演
奏
な
ど
も
入
れ
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
構
成
で
、
利
用
者
か
ら
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

■
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

合
唱
を
す
る
の
は
初
め
て
の
メ
ン
バ
ー

が
多
い
で
す
が
、
み
ん
な
仲
良
く
交
流
し

な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
姿
勢
を
正

し
、
腹
式
発
声
す
る
こ
と
は
健
康
に

も
よ
く
、
心
身
と
も
に
若
さ
も
保
て

る
と
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
歌

う
こ
と
で
、
以
前
よ
り
自
分
た
ち
の

声
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
に
練
習
し
た
の
は
約

１
２
０
曲
。
今
後
は
、
さ
ら
に
技
術

を
高
め
、
難
し
い
曲
や
混
声
４
部
合

唱
に
も
挑
戦
し
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
感
動
し
な
が
ら
、
明
る

く
、
楽
し
く
、
歌
い
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

葉山東学区の人権研修会「つながりコンサート」に出演。
発表時の蝶ネクタイは女性メンバーが手作りしたものです。

　赤坂自治会で歌の好きな皆さんが集い、合唱団を結成。納
涼祭、敬老会などの自治会行事をはじめ、葉山東学区での地
域行事、市内外の老人福祉施設などで男女混声２部合唱の美し
い歌声を届けている。指導、指揮、伴奏も自治会のメンバー。

赤坂合唱団


